
（１） ＭＡ米の輸入数量（輸入先国別及び輸入方式別）
（単位：千玄米トン）

資料： 農林水産省「米をめぐる関係資料」
※ＳＢＳ輸入数量の単位は千実トン。

注：１ 各年度の輸入契約数量の推移。
２ ラウンドの関係で合計と内訳が一致しないことがある。
３ 千実トンと千玄米トンのため合計は一致しないことがある。

（参考）ＭＡ米以外で、枠外税率を支払って輸入されるコメの数量は、毎年0.1～0.2千トン程度

Ⅶ 輸入米（ＭＡ米、CPTPP・国別枠）の動向

１ ＭＡ米（一般、ＳＢＳ）
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うち一般輸入
うちSBS輸入

※

平成7年度 194 107 32 87 5 426 415 11

平成8年度 233 144 40 87 6 511 488 22

平成9年度 290 151 46 95 13 596 537 55

平成10年度 313 152 78 109 29 681 551 120

平成11年度 339 159 86 115 24 724 591 120

平成12年度 356 168 99 120 24 767 632 120

平成13年度 364 146 136 110 11 767 655 100

平成14年度 361 153 112 96 44 767 710 50

平成15年度 355 153 110 90 51 759 647 100

平成16年度 361 185 98 20 103 767 661 94

平成17年度 362 186 84 19 116 767 655 100

平成18年度 358 179 76 52 102 767 654 100

平成19年度 358 243 82 - 13 696 585 100

平成20年度 430 261 72 - 6 769 658 100

平成21年度 358 332 71 - 5 767 655 100

平成22年度 356 345 19 40 6 767 725 37

平成23年度 358 241 56 71 40 767 658 100

平成24年度 362 281 46 64 13 767 656 100

平成25年度 359 351 1 41 15 767 700 61

平成26年度 359 332 55 14 6 767 754 12

平成27年度 359 344 56 1 6 767 734 29

平成28年度 376 375 3 7 7 767 685 73

平成29年度 365 264 56 74 8 767 655 100

平成30年度 359 316 69 15 8 767 701 59

令和元年度
(9月末現在）

37 42 0 0 1 80 71 9

米　国 合　計その他
オースト
ラリア

中　国タ　イ



（２） 加工原材料用に係る政府所有ＭＡ米の見積合せ結果(平成３１年度)

資料：農林水産省「加工原材料用に係る政府所有ミニマム・アクセス米の見積合わせ結果の概要について」
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（単位：実トン）

販売期間 販売期間

 平成31年4～6月分  平成31年4～7月分

　　　　　　4月分 令和元年8～11月分

　　令和元年5月分 令和元年12～令和2年3月分

            6月分

         7～9月分

            7月分

            8月分

            9月分

       10～12月分

           10月分

           11月分

           12月分

 平成31年1～3月分

            1月分

            2月分

            3月分

小　計 小　計

合計

うるち

326

322

23,199

432

2,870

もち

27,149

2,87024,279



（３） ＳＢＳ輸入米の見積合せ結果（令和元年度）

資料：農林水産省「輸入米に係るSBSの結果の概要」の平成26年度～令和元年度
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（単位：実トン）

うるち もち うるち もち うるち もち うるち もち うるち もち

一般米 5,252 276 40 80 260 501 6,409

砕精米 2,200 200 100 2,500

計 7,452 276 240 8,909

一般米 5,252 276 40 0 80 0 260 0 501 0 6,409

砕精米 2,200 0 200 0 100 0 0 0 0 0 2,500

計 7,452 276 240 0 180 0 260 0 501 0 8,909

一般米 16,364 2,392 4,624 90 594 0 13,203 0 2,477 0 39,744

砕精米 14,240 940 1,700 1,200 620 0 0 0 100 0 18,800

計 30,604 3,332 6,324 1,290 1,214 0 13,203 0 2,577 0 58,544

一般米 45,841 2,976 3,506 90 1,580 0 27,863 0 2,007 0 83,863

砕精米 8,966 1,000 2,012 360 660 0 2,839 0 300 0 16,137

計 54,807 3,976 5,518 450 2,240 0 30,702 0 2,307 0 100,000

一般米 27,318 3,600 3,487 108 2,156 0 6,861 0 1,236 0 44,766

砕精米 24,820 700 2,300 388 240 0 0 0 100 0 28,548

計 52,138 4,300 5,787 496 2,396 0 6,861 0 1,336 0 73,314

一般米 4,251 3,458 2,762 72 76 0 1,285 0 959 0 12,863

砕精米 10,940 1,260 2,420 1,022 660 0 0 0 150 0 16,452

計 15,191 4,718 5,182 1,094 736 0 1,285 0 1,109 0 29,315

一般米 662 2,418 2,732 72 80 0 559 0 767 0 7,290

砕精米 0 724 2,540 252 700 0 0 0 100 0 4,316

計 662 3,142 5,272 324 780 0 559 0 867 0 11,606

平成26年度計

（参考）

令和元年度計

平成29年度計

（参考）

平成28年度計

（参考）

平成27年度計

（参考）

平成30年度計

（参考）

合計
その他オーストラリア

第1回

（令和元年9月27日）

アメリカ タイ 中国



２ CPTPP・国別枠の見積合せ結果（令和元年度）
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（単位：実トン）

うるち もち

一般米 856

加工品・調製品

砕精米

計 856

一般米 803

加工品・調製品

砕精米 60

計 863

一般米 800

加工品・調製品

砕精米 40

計 840

一般米 2,459 0

加工品・調製品 0 0

砕精米 100 0

計 2,559 0

一般米 1,000 0

加工品・調製品 0 0

砕精米 120 0

計 1,120 0

平成30年度計

（参考）

オーストラリア

第１回

（令和元年5月28･29日）

令和元年度計

第２回

（令和元年7月23日）

第３回

（令和元年9月24・25日）



Ⅷ その他

(１) 水稲うるち玄米の農産物検査結果

② 検査数量及び等級比率（年産別）

• 令和元年産水稲うるち玄米の令和元年８月３１日現在の検査数量は、１９万トン。

• １等米比率は、６７.８％。

① 検査数量の推移（累計）

注：１ 各月末時点の検査数量である。
２ 生産年の７月から翌年３月までは速報値、翌年10月は確定値である。
３ 「農林水産大臣の定める様式及び農林水産大臣の定める期日」の告示に基づく報告を集計（公表）したものである。

単位：千㌧

単位：トン、％
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資料： 農林水産省とりまとめ
注：１ 等級比率は、１等であれば農産物検査法に基づく検査の結果、１等に格付けされた割合である。
２ 29年産米までは、生産年の翌年10月31日現在（確定値）。
３ 30年産米については、平成31年3月31日現在（速報値）。
４ 元年産米については、令和元年8月31日現在（速報値）。



これまで、本資料に掲載していた以下の情報については、別冊

「資料編」に掲載いたしました。

（別冊）「資料編」の目次

○「米に関するマンスリーレポート」を更にご活用いただくため、読み解き方などを解説した特集ページ「米に
関するマンスリーレポート解説特集『ここが分からない︕マンレポ』」を開設しました︕
http://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/manrepo_kaisetu.html

○米に関する各種情報は「米に関するメールマガジン」でも毎月発信中︕ご登録お待ちしております︕
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

Ⅰ 契約・在庫情報
（１）平成29・30年産の産地別民間在庫の推移
（うるち米、平成30年7月末から元年6月末）（速報）・・・・・・・・・・・・１

（２）産地別事前契約数量（累計、うるち米、平成26～29年産）・・・・・・・・・９
（３）平成28・29年産米の産地別契約・販売状況（累計、うるち米）・・・・・・１１

Ⅱ 米の価格情報
（１）米の相対取引価格の推移（通年平均価格）・・・・・・・・・・・・・・・２５
（２）業者間取引の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８
① 日本コメ市場（随時取引の結果）
② 日本コメ市場・クリスタルライス（取引会の結果）
③（株）加工用米取引センターの取引結果
④ 米の現物市場の状況

Ⅲ 主食用米以外（輸出を含む）
（１）加工用米及び新規需要米等の生産状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・３１
① 加工用米の生産量 （平成17～30年産）
② 新規需要米等の用途別作付・生産状況の推移 （平成20～30年産）
③ 平成30年産 都道府県別の生産状況

（２）飼料用米のマッチングの取組状況、 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３３
配合飼料メーカーへの飼料用の供給等

（３）政府備蓄米の運営 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４
備蓄米の買入入札の結果（落札実績）（平成23～令和元年産）

（４）商業用の米の輸出数量及び金額の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・３５
（５）2018年の主な増加要因（輸出業者等からのヒアリング結果による）・・・・３６
（６）米菓の輸出数量及び金額の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７
（７）日本酒（清酒）の輸出数量及び金額の推移・・・・・・・・・・・・・・・３８

Ⅳ 消費動向
（１）米の消費動向（米穀機構による調査）・・・・・・・・・・・・・・・・・３９
（２）小売価格の推移（ＰＯＳデータ、主な銘柄）・・・・・・・・・・・・・・４２

Ⅴ その他
（１）米取引関係者の判断（米穀機構による調査、令和元年９月分）・・・・・・４３
（２）平成30年産水陸稲の収穫量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８
（３）水稲作付面積及び収穫量等の年次別推移（全国） ・・・・・・・・・・・５２
（４）水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況、・・・・・・・・・・・・・・・・５２

10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）の年次別推移（全国）
（５）年産・都道府県別主食用米の作付面積及び収穫量等の推移 ・・・・・・・５５
（６）麦・大豆の需要情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７
① 31年産麦の産地別銘柄別入札結果
② 30年産大豆の産地別銘柄別入札結果

（７）野菜等の需給情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４
（８）米の安定取引研究会報告書の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・６８



ン）

（年

最近は▲10万㌧
／年程度

こうした状況の中で、今後とも米の需給及び価格の安定を図っていくためには、
① 産地側が実需者側のニーズを的確に把握すること
② 産地側と実需者側がしっかりと結び付いた安定的な取引関係を構築すること

が重要です。
上記３つの取組実施により、全体での需給の均衡と、産地は「安定的な販路の確保」、
実需者は「安定的な仕入れの確保」が、それぞれ図られるものと考えられます。

「米の安定取引に向けた取組」 へのお願い
米の生産、集荷、販売、実需者などの皆様へ

① 米の消費動向

米をめぐる現状

・ 我が国の主食用米の消費量は、今後、毎年
「約10万トン」程度減少すると見込まれる

② 中食・外食事業者からの声
・ 消費量が減少見込みの中、中食・外食向けの
米の消費量は堅調に推移
・ 一方、中食・外食事業者からは希望する価格帯
での調達が難しくなったとの声

③ 新たな需要の拡大

・ 米粉用や輸出用などの新たな需要が拡大する
傾向

１ 産地側から実需者側に直接販売するルートの拡大

米消費における
中食・外食割合

H9

H30

18.9%

30.0%

「需給・価格の安定」のために皆様へお願いしたい３つのこと

２ 産地と実需者間での複数年契約等の事前契約の拡大

３ 用途毎の品質や価格ニーズに対応するため、多収品種の
導入等による生産コストの低減

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－産地と実需の結び付きによる安定的な取引関係の構築－



○ 中食・外食向けの米の仕入状況調査
中食・外食事業者に対して、米の仕入数量・価格の
動向を調査・公表

・ 農林水産省としても、こうした取組を後押しするため、実需者と産地のマッチング支援や複数
年契約の拡大、一般家庭用向け及び中食・外食向けの米の販売動向等の情報提供、各産
地における多収性品種の導入等の取組の推進等に努めます。

農林水産省による取組支援

○問い合わせ先 農林水産省政策統括官付農産企画課米穀需給班
代表︓03-3502-8111（内線4975） 直通︓03-6738-8973

実需者と産地のマッチングイベント
「米マッチングフェア」 への支援

○ 事前契約及び複数年契約数量
播種前時点での事前契約の状況を都道府県別に調
査・公表

「米に関するマンスリーレポート」 での情報提供

仕入数量の動向（平成31年１～３月）

生産コスト低減に向けた具体的な取組

うち複数

年契約

うち複数

年契約

うち複数

年契約

① ② ③ ④ ①-③ ②-④

北 海 道 153.7 153.7           133.6 133.6 20.0 20.0 

青 森 10.2             10.2             35.0 35.0             ▲24.8 ▲24.8 

平成30年産米

（平成30年3月末現在）

令和元年産米

（平成31年3月末現在）

単位：千玄米トン

都道府県
事前契約

数量

事前契約

数量

事前契約

数量

対前年同月差

18% 14% 20% 14% 10% 10% 15%

10%以上
増加

5～9%
増加

1～4%
増加 前年同 1～4%

減少
5～9%
減少

10%以上
減少

前年からの
変動

企業数割合



「お米の輸出動画」 配信中︕

お米の輸出の可能性や農水省の輸出促進の取組について解説した
動画を配信中︕
「どうして今、お米を輸出するの︖」「今、生産者や事業者の人

はどんなことに取り組んでいるの︖」という疑問にお答えします︕

現在輸出用の米を生産し、海外での販売に取
り組む生産者に対するインタビュー、コメ・コメ加
工品の輸出に取り組む事業者のインタビュー等
を紹介。

「日本産米を世界へ！輸出への挑戦 生産者たち
の声」

国内消費量の減少、海外における日本食レ
ストランの拡大、日本産米の輸出状況、中国
向け輸出の指定施設の追加等コメ輸出に関
する最近の動きを紹介。

「日本産米を世界へ」

コメ輸出に関する手続きの流れ、植物検疫、
残留農薬基準、原発事故に係る輸入規制に
関する注意点、各手続きに関する問い合わせ
先を紹介。

「日本産米を世界へ」（①手続き一般編）

１．コメ輸出を取り巻く現状

海外における日本産米の販売事例や求められ
ている米等について、海外のレストランへのイン
タビューを紹介。

お米の新しい市場を開拓！【おむすび権米衛
in USA】日本産米おにぎりの普及に向けて

３．輸出産地及び輸出事業者へのインタビュー

２．輸出手続きに関する情報 ４．日本産米の海外における需要情報



お米の輸出 ×

お問合せ先︓農林水産省政策統括官付農産企画課
（TEL︓03-6738-6069）

Youtubeの検索バナーで「お米の輸出」と検索！

トップページの「キーワード」にある「米の輸出」をクリック！
（ホーム＞政策統括官＞米（稲）・麦・大豆＞米の輸出について ）

（「日本産米を世界へ」URLはこちら）
https://www.youtube.com/watch?v=0w4t0XwHCm4

Youtubeから見る

農林水産省HPから見る

ＱＲコードを掲載した動画以外についても、海外レストランでの取
組事例や国内の事業者・生産者の取組事例等について、様々な動
画を配信しています。

農林水産省ＨＰまたはＹｏｕＴｕｂｅで公開していますので、ぜひご
覧下さい！

キーワードの「米の輸出」をクリックすると
「米の輸出について」のページに移動します︕

URL:http://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/kome_yusyut
u/kome_yusyutu.html





第3回 

応募に
ついて

● 飼料用米を活用した畜産物をブランド化し販売している畜産事業者等
● 飼料用米の給餌割合が一定以上であること 等
　（詳しくはホームページ掲載の応募用紙を参照して下さい）

開催
スケジュール

● 応募期間  令和元年7月22日～１0月31日
● 審査委員会 令和2年1月下旬予定
● 表彰式  令和2年３月１8日　（東京都内）

褒賞

応募先及び
お問い合せ先

● 農林水産大臣賞 
● 政策統括官賞 
● 全国農業協同組合中央会会長賞 
● 公益社団法人中央畜産会会長賞

主　催：一般社団法人日本養豚協会 （担当：櫻井・塩田）
住　所：〒151-0053 東京都渋谷区代々木2-27-15 高栄ビル２階
連絡先：TEL 03（3370）5473 FAX 03（3370）7937
メール：sshioda@pig-pins.com （問い合わせ先等）
後　援：農林水産省・全国農業協同組合中央会・公益社団法人中央畜産会
HP：飼料用米活用畜産物ブランド日本一コンテスト
http://okome-sodachi.jp/index.html

農林水産省補助事業 令和元年度米活用畜産物等全国展開事業

（担当 櫻井 塩田）

京都内）

飼料用米を活用した畜産物の
ブランド化による販売力向上
等の取組を実践している畜産
事業者等を表彰し、広く紹介す
るため「飼料用米活用畜産物
ブランド日本一コンテスト」を
開催します。

第3回       飼料用米活用畜産物ブランド

昨年の表彰式

物の飼料用米を活用した畜産物

令和元年7月22日
     ～10月31日

募集中!



企業等における企画・イベントに関する情報

お米の栄養や、お米を使ったレシピに関する情報

■ 和食文化推進協議会
■ コメレシピ
■ 妊婦さんのためのレシピ紹介
■ 農林水産省の公式キッチン（クックパッド）
■ お米を使った料理・朝ごはんネット
■ 6月30日は夏越ごはん

■ お米と健康
■ ごはんを中心とした日本型食生活のススメ
■ ごはん彩々（全米販）
■ 3・1・2弁当箱法
■ 早寝早起き朝ごはん全国協議会

ごはんで健康 ごはんレシピ等

詳しくはこちらからアクセス︕
http://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/gohan.html やっぱりごはんでしょ︕ 検索

■ 全国各地のごはん大盛り、おかわり無料のお店をご紹介

■ 地域ならではの“ごはん食”が食べられるお店をご紹介

米の消費拡大情報サイト「やっぱりごはんでしょ︕」では、
●皆さんがごはんをもっと好きになる ●もっと食べたくなる 情報をお届けします︕

“ごはん食”に関するお店情報

・・・・・・・・・・・・・掲 載 内 容・・・・・・・・・・・・・

消費拡大につながる取り組みとして、

・ おかわり無料 ・ 大盛り無料
・ 新製品の開発 ・ 食育

【主な掲載企業（五十音順）】
大戸屋、株式会社 結わえる、高知食糧、ココス、ごはん処喜楽や、すき家、セブンイレブン、象印食堂、タイガー魔法瓶、太成食品、東洋ライス、鳥元 、
永谷園、ファミリーマート、ほっともっと、松のや・松乃家・チキン亭、やよい軒、ヤンマーアグリイノベーション（株）、吉野家、和食カフェ
GOHANYA‘ GOHAN、 SABAR PLUS（なんばCITY店、上野マルイ店）、SBIアラプロモ株式会社 など

【掲載サイト一覧（一部抜粋）】

実施中のキャンペーン情報などもタイムリーに発信︕

掲載企業は
絶賛募集中︕

などを実施する企業等を紹介︕




